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「病院向け放射線検査部門管理支援サービス
ASSISTA Management の紹介」

富士フイルムメディカル株式会社
販売統括本部MS部　畔柳　宏之

　　　

1．はじめに
　富士フイルムは、医療施設向けクラウドサービ
ス「ASSISTA Portal」の新サービスとして、一
般 X 線撮影時の撮影線量指標（以下、EI *1）な
ど各種撮影情報をクラウドにアップロードするこ
とで、自動でさまざまな分析軸のグラフやリスト
に整理して表示できる病院向け放射線部門管理支
援サービス「ASSISTA Management（アシスタ 
マネジメント）」を開発したので紹介する。

2．「ASSISTAManagement（アシスタマネジメ
ント）」の開発の背景

　昨今、一般 X 線撮影の運用が急速に CR から
DRに切り替っている。このような状況において、
DR の特長である線量の低減、最適化やワークフ
ローの改善、また再撮影の原因分析に取り組む施
設が増えてきている。しかし、これらを実践する
には煩雑な作業を伴いつつ、大量に発生する各種
撮影情報を集約し、統計的な分析を行う必要が
あった。そこで富士フイルムはそれらの課題を解
決すべく、撮影実績・検査時間・稼働実績などの
情報を一元的に収集し、ユーザーが簡便な操作で
実現できるサービスの開発に取り組んだ。

3．「ASSISTAManagement（アシスタマネジメ
ント）」の仕組み

　「ASSISTA Management」の仕組みを図 1 に
示す。
　当社ではリモート保守サービス「ACTIVE 
LINE」を有しているが、同じルートを利用する。
図の通り CR や DR の制御装置（以下、Console 
Advance *1）で発生する情報をゲートウエイ PC

（以下、RSPC）に集約する。次に、その情報を
データセンターにアップロードして統計処理を行
う。ユーザーは一定時間後に統計処理された情報
を WEB レポート形式で閲覧することが可能にな

る。なお、セキュリティの観点では厚生労働省・
経済産業省・総務省が出している 3省 4ガイドラ
インに沿ったセキュアな環境を整えている。また
アップロードされる情報の中で個人情報は匿名化
処理を行っている。

4．機能の紹介
　本サービスには、主に「撮影線量指標の管理」

「写損管理」「稼動率管理」を軸とした機能を備え
ている。以下、主な機能を紹介する。
4- 1　「撮影線量指標の管理」について
　近年、J-RIME（医療被ばく研究情報ネットワー
ク）の「最新の国内実態調査結果に基づく 診断参
考レベルの設定」の発表などで各モダリティーの
線量の最適化についての関心が高くなっている。
一般 X 線撮影においては、EIを利用し、線量の
評価や最適化を行う事が一つの手法と考えられる。
　本サービスでは、Console Advance で算出さ
れたデータを統計処理することで簡便に評価する
ことが可能である。図 2に、検査日ごとの腰椎撮
影の EI の変化を示す。縦軸に EI、横軸に検査日
を取り、折れ線グラフは EI の平均値の推移を示
し、各上下の線分は標準偏差を示す。
　EIの評価を行う過程で詳細な分析が必要になっ
た場合には、ドリルダウンの機能を使用する（図
3）。棒グラフや折れ線グラフで表示されたデータ
をクリックすることで、患者の年齢・撮影室・撮
影者・撮影情報・画像リスト表示など、各種の分
析軸が表示される。例えば、ある検査日の EI が
想定よりも高くなるなど、変化が見られ、分析が

図 1．「ASSISTA Management」の仕組み
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必要だと判断した場合には、分析軸から画像リス
トを選択することでサムネイル画像や撮影情報の
確認が可能になる。（図 4、図 5）。この機能によ
り撮影状況を精度よく把握することができる。

　さらに複数の施設でこの機能を使用している
が、AEC を使用する撮影では、EI は比較的安定
した推移をたどり、標準偏差を小さくなる傾向に
ある。一方、AEC を使用しない撮影メニューで
は、EI の変化や標準偏差も大きくなる傾向にあ
るので、分析軸を活用することで原因の特定や対
策に有効であるとの声をいただいている。また撮
影室間の比較も簡単にできるので、線量指標の管
理以外での有効活用も今後期待される。

4- 2　「写損管理」について
　デジタル化が進んだことで再撮影・写損の発生
状況の把握が困難であることは放射線部門の課題
の一つであった。通常、写損となった画像は
PACS に送信されないため、検像端末でも確認す
ることができない。写損画像を確認するために
は、撮影室ごとに検査単位で操作する必要があ
り、煩雑な作業を伴っていた。
　この課題を解決するため、写損状況を管理する
機能を搭載した。図 6に、部位ごとの写損率の表
示例を示す。写損の発生状況を一元管理している
ので、各種分析軸によってさまざまな切り口で状
況を把握することが可能である。
　撮影メニュー・受診者の年齢・撮影技師などの
分析軸を使うことで発生状況の分析が可能にな
り、撮影手技の教育や標準化での有効利用が期待
できる。

　また昨年末、「写損管理」機能に新たに「写損
カンファレンス」機能を追加した。従来

「ASSISTA Management」に標準搭載されてい
る「写損管理」機能では、図 4の通り、表示され
る画像サイズが小さく、高画質で確認したいとの

図 2．検査日ごとのEI の変化

図 3．ドリルダウンの表示例

図 4．画像リストの表示

図 5．撮影情報の表示

図 6．部位毎の写損率
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要望を受けていた。そこで写損画像と再撮影した
画像を高画質で比較できる機能を新たに開発し
た。通常、Console Advance で発生した写損画
像は PACS に送信されないが、RSPC に送信す
る機能を追加したことで実現する。図 7に、その
機能を示す。左に写損画像、右に再撮影後の画像
を表示する。なおRSPCは DICOMデータを受信
した後、JPEG（高画質モード）に変換している。
　「写損カンファレンス」では、他の機能と同様
に検査日・撮影メニュー・撮影者などの分析軸で
表示することができるので、目的に合わせた写損
カンファレンスの設定ができる。導入施設から
は、撮影手技の教育や標準化に役立つとの声を頂
いている。

4- 3　「稼動率管理」について
　放射線部門の課題の一つとして検査効率の向上
や患者待ち時間の短縮が挙げられる。
　本サービスでは稼動率や撮影に関わる情報を見
える化することができる。図 8に撮影室の稼動率
を表示する。この例では、縦軸に稼動率と検査数
を表示し、横軸に一日の時間帯を表示する。

　折れ線グラフは稼動率を示し、棒グラフは検査
数を示す。なお稼動率は、Console Advance で

の撮影メニュの展開から撮影完了までの時間を稼
動状態として算出している。
　また図 9に、撮影準備時間を示す。撮影準備時
間とは Console Advance での撮影メニュを展開
した時点から撮影後、画像が入力するまでの時間
を統計処理した値である。この機能により撮影メ
ニューごとに要する準備時間を評価することが可
能になる。
　人員配置の適正化や患者待ち時間を低減のため
には、定量的な情報から状況分析や課題抽出を行
い、対策を立案することが一つの手段だと考えて
おり、本サービスが支援ツールになることを期待
している。

5．まとめ
　今回、病院向け放射線部門管理支援サービス

「ASSISTA Management（アシスタ マネジメン
ト）」を開発した。放射線部門における課題解決
に本サービスが寄与できれば幸いである。
*1　Exposure　Index。IEC（国際電気標準化委員会）で
標準化された撮影感度指標のこと）
*2　患者情報入力および画像処理や制御を行う装置。（販
売名：富士フイルム DR-ID300 の構成品の画像処理ユニッ
ト）

図 7．写損カンファレンス機能 図 9．撮影準備時間

図 8．撮影室の稼働率
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「DoseWatch」による被ばく線量最適化への取り組み

GEヘルスケア・ジャパン株式会社
サービス本部　サービスグロース部・親松　里織

■はじめに
　近年、放射線を用いる医療の進歩と発展により
医療被ばくが急速に増大しており、特にCTにお
いては検査頻度の増加に伴う医療被ばくの増加が
問題となり社会的に注目されるようになった。医
療被ばくについては、その実態の把握と適切な管
理が課題となっており、欧米では早い段階で政府
機関および学会などによって、線量の最適化に向
けた活動が推進されていた。日本では、2015 年に
初めて診断参考レベル（DRL）が発表され、この
DRLを活用し、線量最適化を行うことで医療被ば
くが低減されることが期待されるようになった。
医療施設で用いている典型的な線量が DRLを超
えている場合、臨床的に正当な理由がない限り、
線量が最適化されているかどうかを判定するため
の見直しを行う必要があるといわれている。一般
的には、施設で稼動する機器の性能やプロトコル
などを調査し、高線量の原因を突き止め、適正な
線量の使用に向けた対策を講じる。対策を講じた
後、施設の典型的な線量を再度評価し、DRLより
低くなったことを確認し、それを継続して実施す
ることで線量最適化が進むと考えられている。1）

　DRL との比較により代表的な検査の最適化は
進められるが、それ以外の検査や施設固有のバラ
ツキに気付くことは難しい。こうした問題に対処
するためには、撮影条件や線量情報を蓄積し解析
する目的で、構築された線量管理システムが必要
であり、DRL の運用を省力化する上でも役立つ
と考える。

■線量最適化にむけて
　DoseWatch は GE が開発した線量管理システ
ムである。DoseWatch は GE 製品だけではなく、
異なるメーカー、CT、アンギオ、マンモといっ
た異なるモダリティーの装置をネットワーク経由
で線量データを受信可能である。受信したデータ
は検査・撮影部位・患者など、さまざまな切り口
で分析し、可視化することで施設の状況が把握で
きる。線量超過の原因の究明および改善、改善後
のモニタリングを通して院内での線量最適化を支
援するトータルソリューションである。

1．DoseWatch の機能
　DoseWatch に搭載されている主な機能を紹介
する。
1）自動線量通知機能
 　  統計データ（平均値や中央値など）を基に、

検査や累積線量に対して閾値を任意に設定す
ることができ、閾値に到達した場合には、適
宜、アラートを発信することができる（図 1）。

2）カスタマイズレポート
　装置・検査・期間ごとなど、さまざまな切り口
で線量最適化のための情報を提供し、レポート形
式にまとめることができる。これらのデータを用
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いて、さまざまな統計的解析が可能となる（図
2）。

3）患者線量管理
　患者ごとの線量レポート（累積線量や撮影回数
情報）が作成できるため、X線機器トータルにお
ける被ばく管理が可能となる。診断、治療、フォ
ローでの医療被ばくを把握することで、患者に正
確な情報の提供をサポートする（図 3）。

4）Size-Specific Dose Estimation（SSDE）
　CT の線量評価の指標として使用されている
CTDI は、16cm または 32cm のファントムで吸
収された線量がベースとなっているため、特に小
児では過小評価となる問題が報告されている。そ
こ で、Size-Specific Dose Estimation（SSDE）2）

という考え方が重要になってくる。SSDE は、
American Association of Physicists in Medicine

（AAPM）にて発案された計測法で、実際の体型
を画像データから加味して計算し、患者体型に適
した吸収線量へと変換する方法である。CT 画像
データを装置に転送することで、位置決め画像を
基準に自動的に計算される。

5）インシデントマッピング
　アンギオ装置において、C アーム角度による線
量の分布とオーバーラップを視覚的に分かりやす
く表示でき、患者の皮膚被ばく位置の経過観察を
行うことができる（図 5）。

2．DoseWatch の活用
　DoseWatch を活用した CT 線量最適化を中心
として事例をいくつか紹介する。
1）DRLと施設の線量との比較
　DoseWatch は、接続した複数の異なるメーカー
や機種の CT 装置のプロトコルを機械的に標準化
することで、各種検査における施設全体の線量を
計算でき、DRL と施設の線量を適正に比較する
ことができる（図 6）。一方、閾値として DRL を
設定することで線量が超過した検査のみを検出で
きるので、スムーズにその検査の詳細を確認し、
超過の原因を追究できる（図 7）。
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2）線量のバラツキの平準化
　DoseWatch では時間帯別に閾値を超えた検査
の割合を把握することができ、実際、図 8のよう
に夜勤帯のほうが日勤帯に比べその割合が高いこ
とを容易に視認できる。線量超過の主な原因は、
患者さんの状態の違いだけでなく、適切なプロト
コルの選択・撮影範囲の設定・ポジショニングの
工夫など、改善できるポイントがあり、それらを
確認することができる。このように今まで見えな
かった線量のバラツキを可視化することで施設の
課題を顕在化できる。

3）DoseWatch による生産性向上
　DoseWatch で管理する線量のデータの中には、
線量情報以外にもさまざまな情報を保有してい
る。例えば、検査実施情報により検査の効率化が
図れ、生産性の向上につなげることも可能であ
る。時間帯別の検査数の分布図の例を示す（図
9）。一日の繁忙期が分かり、時間帯をうまくコン
トロールすることにより、効率的な撮影室の回
転・生産性の向上を図ることができると考えられ
る

■まとめ
　線量最適化を実現するためには、ツールの導入
だけでなく、運用体制、データの標準化、低線量
医療機器の導入も含めた、総合的な取り組みが必
要になる。GE は、低線量医療機器、弊社アプリ
ケーションスタッフのサポート、線量管理システ
ム DoseWatch を揃えたモダリティーメーカーで
ある。この強みを生かし、トータルで医療施設の
線量最適化に貢献したいと考えている。

1）  医療放射線防護連絡協議会、日本小児放射線
学会、日本医学物理学会・他：最新の国内実
態調査結果に基づく診断参考レベルの設定

2）  Size-Specific Dose Estimates （SSDE） in 
Pediatric and Adult Body CT Examinations

 　  http://www.aapm.org/pubs/reports/rpt_204.
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体格にあった撮影条件ですか？

線量最適化支援ソリューション 

DoseWatch

放射線診断検査において、各患者や検査ごとに

適切な線量で撮影することは不可欠です。

DoseWatchは施設全体の線量データを

モニター・管理することにより、技師間の

ばらつきの低減、リスク管理、線量最適化を

支援します。

独立した
管理システムです

DoseWatch は、診断装置から独立して操作で
きるウェブベースの線量最適化支援ソリユーション
です。

異なるモダリティ、
メーカーとつなげます

X 線CT撮影装置、血管撮影装置などの異なる
モダリティ、メーカーの医療機器から線量情報を
直援取得、追跡、レポートするシステムです。

施設内全体の線量管理を行い、
線量の最適化を図ります
DoseWatchは、線量超過の原因を突き止めるこ
とにより撮影時の線量を最適化し、より低被ばく
で、より鮮明な医用画像の作成をサポートします。

DoseWatch
Connect

CT

IR

PDCA

Pian Do Check Act

GEヘルスケア・ジャパン
カスタマー・コールセンター　0120-202-021
www.gehealthcare.co.jpgehealthcare.co.jp
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「X 線線量情報の一元管理システム」　　　

バイエル薬品株式会社
ラジオロジー事業部　上村しづ香

〜 Radimetrics 〜

■はじめに
　2015 年 6 月 7 日に J-RIME から DRLs2015 が
発表され、線量管理について注目が集まってきて
いる。Radimetrics（ラジメトリクス）は、診断
参考レベル（Diagnostic Reference Level ：DRL）
の運用や被検者ごとの累積線量管理、線量データ
の収集・解析・分析など、線量情報の可視化が可
能なマルチモダリティーに対応した、X線線量情
報の一元管理が行えるシステムである。今回は、
X線線量管理を導入する施設に、診療業務の効率
化と線量の適正化を実現する機能を有しているシ
ステムソリューションとしての技術を紹介する。

■製品概要
　Radimetrics（ラジメトリクス）は、CT 装置、
血管撮影装置、透視装置、CR/DX などの一般撮
影装置、マンモグラフィー装置などの検査装置か
ら 発 生 す る DICOM 画 像、RDSR （Radiation 
Dose Structured Report）を検査装置から直接受
信、もしくは PACS などのシステムを介してデー
タを受信することもでき、検査の検索 /取得が可
能である。Web ブラウザで線量情報参照ができ、
CT 検査の線量表示では、モンテカルロシミュ
レーションを使用して、推定値として臓器線量と
実効線量の算出が可能。また横断面画像からスラ
イスごとの直径・水等価直径（WED：Water 
Equivalent Diameter）を算出し、AAPM TG204
で規定された係数を基に、SSDE の算出も可能で
ある。また他システムへの線量情報の転送なども
可能としたシステムである。

■製品特長
1．ネットワーク型マルチモダリティー対応
　さまざまなモダリティーに対応可能で、院内の
ネットワークに接続している端末からデータの参
照が可能。また中立的な立場にたっての対応が可
能なベンダーニュートラルなシステムである。
　図 1のような検査装置及び各種線量指標に対応
しており、X線線量情報の一元管理を行うことが
できる。

2．累積線量トラッキング機能
　累積されたデータは、被検者毎での累積臓器線
量、累積実効線量および検査履歴を管理し、ブラ
ウザで参照できる（図 2）。
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　被検者ごとの詳細確認も、被検者を選択し、患
者スコアカードと表示させることで可能である。
　画面表示（図 3）は、ユーザーごとにカスタマ
イズ可能で、モダリティー別に必要なグラフを作
成することもできる。また棒グラフでは累積線
量・非累積や、表示線量年数の選択もできる。

3．SSDE　（Size Specific Dose Estimates）
　CT 検査では、アキシャル画像から算出された
直径に応じて、係数を算出し、SSDE が表示され
るため、体型補正を行った線量指標として使用す
ることができる。
　Radimetrics（ラジメトリクス）では、アキシャ
ル画像から各スライスの水等価直径（WED：
Water Equivalent Diameter）を算出し、線量指
標（図 4）を表示できる。

4．検査の解析機能（シミュレーションツール）
　CT 検査では、線量の分析や、管電圧・管電
流・照射範囲などを変更した場合に増減する線量
のシミュレーションを行え、線量の最適化を検討
することができる（図 5）。また推定線量データ
を csv や Excel などへ抽出することも可能。これ
らは検査プロトコルの再検討や教育などに役立つ
と思われる。

5. インテリジェンスレポート
　使用するユーザー毎に、必要な情報を表示する
ダッシュボード機能があり、装置別、プロトコル
別、検査部位別などの統計線量情報をカスタマイ
ズ登録することにより、いち早く目的の情報を
Web 参照することができ、個々で作成したグラ
フを他と共有する機能も有している。またしきい
値グラフを作成し（図 6）、超えた部分をダブル
クリックすると、しきい値を超えた検査が表示さ
れ、詳細を確認でき、検査の最適化の再考などに
活用できる。
　また作成したシートに対して、期間を指定して
自動でレポート生成できる機能も備えており、週
や月別に確認が行いやすくなっている。

図 3．患者スコアカード画面

図 5．シミュレーション画面

図 4．検査分析画面

図 6．グラフ作成例
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図 4.検査分析画面 
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とも可能。これらは検査プロトコルの再検討や教育など

に役立つと思われる。 
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■品質管理機能
　Radimetrics（ラジメトリクス）は、施設ごと
のしきい値を設定する事が可能。患者・検査・シ
リーズ単位に設定が行え、体重などの体型フィル
ターや施設データを使用して、パーセンタイルを
設定することも可能である（図 7）。しきい値を
設定することで、カラーインジケーターの表示に
連動する。設定された値に対して、緑色は施設で
設定したしきい値内であることを示し、黄色はし
きい値の上限に近付いていることを示す。赤色は
しきい値の上限を超えていることを示す。体重な
どの体型補正もアラート設定時に行えるが、イン
ジケーターは視覚的に分かりやすいようにする機
能である。
　またしきい値を設定することにより、アラート
を発信することが可能で、院内の管理に対して業
務の効率的なサポートが行える。

■他システムとの連携
　他システム（RIS/HISなど）との連携も可能で
ある。電子カルテシステムへ収集された情報の送信
や、患者 IDやAccession No を使用してURLを
連携起動し、線量情報を表示することもできる。ま
た線量管理と造影検査管理を合わせての分析を行
うこともできる。自動注入器（Stellant Certegra 
Workstation）より、造影剤注入情報を取得して、
検査情報に線量と造影検査の両方の情報が合わせ
ての分析が行える。自動注入器からの注入条件・
開始終了時間・造影剤詳細・操作者・依頼者情報
などの表示、設定値と実際の注入結果の比較や、
注入最大圧・流量などをグラフで表示確認すること
が検査ごとに可能である。（図 8）

■おわりに
　Radimetrics（ラジメトリクス）はベンダー
ニュートラルのシステムであり、マルチモダリ
ティー対応として、マンモグラフィー装置のX線
線量情報も含め、今後も随時対応モダリティーを
追加していく予定である。また IHE-J（Integrating 
the Healthcare Enterprise-Japan）の REM 

（Radiation Exposure Monitoring） に対応してお
り、今後も医療システムの標準化を行っていく。
　今後、日本でも CT 装置などの X 線を使用す
る検査で照射した X 線線量の管理が必要になり、
広く普及してくると予想される。本システムはさ
まざまなモダリティーにおける被検者の累積線量
の管理、さらには線量データの解析・分析が容易
にでき、各検査における照射線量の可視化・標準
化が行えるさまざまな機能を有しており、各検査
における照射線量の標準化に、本システムは貢献
できると考える。
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マルチモダリティ対応と
柔軟なデータ活用により、
線量情報の管理が
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「被ばく線量管理システム DOSE MANAGER」

EIZOメディカルソリューションズ株式会社
営業部 ITソリューション課　加島　陽

〜医療被ばくの正当化・最適化のために〜

1．はじめに
　放射線に関する被ばく管理は、管理上の便宜・
合理性を考慮し、以下の 3 種類に区分されてい
る。①職業被ばく　②医療被ばく　③公衆被ばく
　本システムは、上記②の情報を患者単位で統合
管理するためのツールである。診療放射線技師が
業務のなかで線量コントロールを行うためのエビ
デンスを提供し、患者さまに対する被ばく線量管
理に関するインフォームドコンセントを適切に行
う為のツールを診療現場に提供することを目的と
している。
　DOSE MANAGERはDICOM MPPS（Modality 
Performed Procedure Step）情報やRDSR（Radiation 
Dose Structured Reports）情報を、RIS情報とマッ
チングさせて患者の被ばく線量を管理するゲート
ウェイシステムである。RDSRデータには、撮影時
の医療機器ごとの撮影プロトコルは保存されるが、
撮影技師がRISで視認しているオーダ情報は現時点
ではほとんど保存されていない。そのためRIS情報
とRDSR情報を結合させて、管理する必要がある。

2．システム構築
　モダリティー種別ごとに異なる線量情報や照射
情報を DICOM Dose-SR に準拠したテンプレー
ト形式で保持する。
　患者に利用した全ての照射情報を RIS の検査
項目単位で保持することが可能。
　検査単位でのDoseReport を施設要望に合わせ
て生成し、管理データは、RIS 検査項目単位や撮
影装置単位でCSV形式でのデータ出力が可能であ
る（一般的な定型帳票も順次、リリース予定）。

　一般撮影においては、DICOM MPPS で接続さ
れている医療機器データは RIS に保存され、接
続されていないデータは RIS にて照射情報入力
を行う。RDSR が出力可能な機器は DICOM 通信
を 用 い て、 直 接 RDSR 内 の デ ー タ を DOSE 
MANAGERで照射情報として保存する。
　または、PACSに一旦送信したSR情報をDOSE 
MANAGERが Q/Rで取得し、内部的にオーダ番
号（Accession Number）をキーとして照合マッチ
ングさせる。（図1）

3．DoseViewer
　院内において、情報共有をより一層深めるた
め、Web ブラウザにて HIS/RIS/PACS との起動
連携が可能である。患者の被ばく線量情報は時系
列に検査単位で閲覧することができる。（図 2）
　放射線部門内、主治医への情報提供、患者への
インフォームドコンセント時に、被ばく線量情報
やガイダンスレベルとの比較情報を提供する。

図 1．SRデータとRIS データのマッチング
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4．DoseEstimator
　吸収線量や実効線量などの変換係数や、入射皮
膚線量など人体へのダメージを推定する係数を入
力し活用する機能を有する。RDSRデータは、非
常に多くの撮影時の情報が保存されており、血管
撮影装置においては、DTS 線量情報（Dose 
Tracking System）などを用いて入射皮膚線量を
カラーマップすることも可能である。（図 3）

5．DoseReport
　2015 年に診断参考レベル（Diagnostic Reference 
Level ： DRL）が国内でも制定され、今後さらに成
熟していくと思われる。DRLなどの定める基準値
と実際の照射線量情報および被ばく線量を比較で
きるレポート機能を持ち、施設ごとにカスタマイズ

が可能である。（図 4）

6．Japan-DIR（放射線医学総合研究所のデータ
収集プロジェクト）への参画

　日本におけるDRLs を検討するためデータ収集
プロジェクトへ参画。収集データを匿名化して放
射線医学総合研究所へ送付しDRLs の精度向上に
取り組むとともに、施設間でのデータ共有も推進
する。（図 5）

図 2．検査毎のRDSR情報

図 4．一般撮影用レポートのテンプレート

図 3．血管撮影時の照射トラッキング機能

図 5．Japan-DIR への参画
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7．マルチモダリティー対応
　DOSE　MANAGER は、PACS から RDSR 情
報を取得する接続とした場合、個々のモダリ
ティーと直接接続する必要がない。複数のモダリ
ティーから出る線量情報を統合管理する際も接続
費用は最小限に抑えることができ、将来的なモダ
リティーの増設にも対応が可能である。（図 6）
　また院内の電子カルテ端末、RIS 端末からの閲
覧も可能だが、クライアントアクセス数の制限は
無制限となる。

8．接続実績
　DOSE MANAGER は各種モダリティーおよび
主要な RIS/PACS との接続実績を持つ。また国
産システムの強みを生かし、施設ごとの柔軟なカ
スタマイズが可能。リモートメンテナンスによ
り、今後改変していくであろうさまざまなマスタ
にも随時対応予定である。

図 6：PACS を介して複数のモダリティーと接続
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